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中国運輸局第６回緊急輸送専⾨部会の取組（１／６）
◆第６回緊急輸送専門部会の概要

⽇ 時 ︓ 令和４年１⽉２１⽇（⾦）16時00分〜17時00分
場 所 ︓ 中国地⽅整備局 建政部 ３Ｆ会議室
出席者 ︓ 部会構成員・オブ18機関22名（Web参加）

◆目的

広域かつ⼤規模な災害発⽣時における物流と⼈
流の円滑な緊急輸送のあり⽅を検討する。

専門部会全体の様子

○頻発・激甚化する自然災害に備えた情報提供

災害時燃料供給における課題及び取組等について
（中国経済産業局）

新しい雪の予報について
（広島地⽅気象台）

○災害時における緊急輸送のあり方・・・次頁以降取組①～③

交通事業者　交通・
物流団体

西日本旅客鉄道㈱、中国旅客船協会、中国バス協会、中国トラック
協会、中国地方倉庫協会連合会、中国地方海運組合連合会、中国
地方港運協会、（中国ハイヤー・タクシー連合会）

地方自治体等 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、岡山市、広島市

国の機関
中国四国管区警察局、中国経済産業局、第六管区海上保安本部、
中国地方整備局、中国運輸局

緊急輸送専門部会構成機関



Chugoku Transport & Tourism Bureau

中国運輸局第６回緊急輸送専⾨部会の取組①-１（２／６）

２．運輸局及び各県の防災担当者等との連携強化（顔の見える関係作り）

１．中国運輸局の物資支援体制の強化

総務部において開催した自治体の防災担当者及び交通担当者向け防災勉強会におい

て、災害発生時における政府全体の対応や緊急物資輸送に関し当局の役割及び取組等
について説明。

平成３０年７月豪雨災害の物資支援の経験により貨物課との連携が不可欠との

認識から、環境・物流課と貨物課職員で構成される「中国運輸局緊急物資輸送
チーム」を編成し、平成３０年度より運用開始。

今年度は局内TEC－HFORCE講習会でチームの役割等について説明するとと
もに緊急物資輸送のあり方等についても説明し、チーム内だけでなく局内関係者で
認識を広く共有。

令和３年度の取り組み
中国運輸局では物資支援関係者間で災害物流の取組を強化し、円滑な緊急物資輸送のための
事務を進めているところ。

３．民間物資拠点の選定

昨年度末６７箇所の施設に加え、今年度は岡山県２箇所を新規にリストアップ（令和３年１２月末時点）。
現在も 事業者に対しリストアップへの協力を交渉中。

貨物課所属員

支局担当首席

交通政策部長

交通政策部次長

環境・物流課長 環境・物流課所属員

貨物課長

中国運輸局緊急物資輸送チーム編成図

リーダー

サブリーダー

班 長

班 長

班 員

班 員

物資拠点班

物資輸送班

現地対策員

スタッフ

物資⽀援取組⽅針に基づく取組の進捗



Chugoku Transport & Tourism Bureau

中国運輸局第６回緊急輸送専⾨部会の取組①-２（３／６）

○災害時の⽀援物資輸送において必要となる物資拠点については、国や地⽅公共団体等、全国各地から送ら
れてくる⽀援物資を受け⼊れ、保管や仕分け等を⾏ったうえで、⼆次的物資拠点や避難所に送り出す重要な
役割を担っております。
○物資拠点には、地⽅公共団体が管理する展⽰場など公的施設のほか、営業倉庫など物流事業者等が有する
物流施設（以下、「⺠間物資拠点」）がありますが、被災により使⽤不可能となることも考えられます。
○このため、国⼟交通省においては、円滑な⽀援物資輸送を⾏うため、関係業界団体や物流事業者等の⺠間
事業者の皆様のご協⼒を得て、⺠間物資拠点のリストアップに努めているところです。

⺠間物資拠点について

・リストアップにあたっては、ご協⼒頂ける⺠間事業者等の⽅々の御了解のもとリストアップさせて頂き、
あくまでもその施設が使⽤可能な場合に活⽤（地⽅公共団体により）させて頂くというものです。

・対象のとなる⺠間物資拠点の施設情報を国交省（地⽅運輸局等）にご提供頂き、地⽅公共団体やトラック
協会等関係業界団体等で構成する協議会等の場において情報提供され、災害時等の物資拠点としての選定候
補となります。
・⺠間物資拠点が実際に利⽤されることとなった場合に備え、使⽤料⾦や利⽤条件等、予め地⽅公共団体と
協定を締結するなどの取り決めしておくことが望ましいと考えております。
・⺠間物資拠点リストは、国交省（主に地⽅運輸局等）において管理し、⼀般向けには公開しておりません。

リストアップに際して

現在、全国で1,６２９拠点（施設）をリストアップ

多種多様でより多くの施設について裾野拡⼤



Chugoku Transport & Tourism Bureau

中国運輸局第６回緊急輸送専⾨部会の取組①-3（４／６）



中国運輸局

至 呉市

・全船舶を対象としても、予備船がない事業者には他社を応援することはできないので、予備船を持っているところや⼀つの航路を複数船舶で運航して
いる事業者の船舶に絞れば、作業量は少なくてすむのではないか。
・⽇本全国の船舶ではなく、近辺の船舶だけでもリストアップできていれば、緊急⽀援物資の輸送は迅速に対応できるのではないか。
・近辺で予備船を持っている事業者は少ない。その多くの船舶は、⾃動⾞運搬は5海⾥未満（運航範囲）である。危険物の対応はできているが、防⽕構
造になっていないため、検査証書上は⾃動⾞を積んで５海⾥以上の運航はできない。緊急時には検査で臨時的な対応ができれば、運航出来る船舶も増え
てくる。

・「第1回災害時における海上輸送対応に関する連絡会」における平成30年7⽉豪⾬の災害対応の主な課題・検討事項等について（再確認）
・今後の「災害時における海上輸送対応に関する連絡会」における課題等の進め⽅について

残された課題の解決に向け引き続き検討
○関係機関間での連絡体制の構築（連絡会の毎年度開催、メーリングリストの作成等）→引き続き実施
○災害時における海上輸送の対応状況（緊急時の運航状況）等にかかる有効な情報発信、関係機関での情報共有体制のあり⽅について→継続検討事項
○災害時における安全運航のための海域ゴミ撤去等にかかる対応に向けた連絡調整体制の確保・強化について→⼀定の効果あり、範囲の拡⼤を検討
○災害時における活⽤可能な旅客船・フェリーの事前リストアップ及び関係機関間での情報共有について→継続検討事項
○災害時における旅客ターミナルでの混乱へのあり⽅について（迅速な誘導、案内員の確保・配置、訓練の実施など）→継続検討事項
○災害時における海上輸送による移動⼿段確保のための関係機関間での役割や⼿順の共通認識化について→フロー図等により再確認済み

第６回緊急輸送専⾨部会の取組②（５／６）

●令和3年11⽉18⽇（⽊）中国運輸局において、第六管区海上保安本部、中国地⽅整備局港湾空港部、広島県旅客船協会 （広島、呉地区⽀部
含む）、広島県、呉市、江⽥島市等の関係者により、平成 30 年 7 ⽉豪⾬災害における海事モード対応で明らかになった課題等の解決に向け継
続的な検討を⾏うため、令和元年6⽉に開催した「第1回災害時における海上輸送対応に関する連絡会」に引き続き、「第２回災害時における
海上輸送対応に関する連絡会」を開催。
●連絡会では、「第1回災害時における海上輸送対応に関する連絡会」における平成30年7⽉豪⾬の災害対応の主な課題・検討事項等について
再確認するとともに、残された課題の解決に向け意⾒交換を⾏い、引き続き関係者で協⼒し取り進めることとした。※課題等については下表

主な議題

座長挨拶
中国運輸局丸山海事振興部次長

主な意見等

災害時における海上輸送対応に関する連絡会



中国運輸局

至 呉市

①知ってもらいたいこと、準備してもらいたいこと 〜平成30 年7 ⽉豪⾬災害の経験から〜
講師︓⾃動⾞交通部⻑ 宮⻑

②災害時の緊急物資輸送について
講師︓交通政策部 環境・物流課⻑ 飯塚

③災害発⽣時に地⽅公共団体に提⽰する⽀援メニューについて
講師︓総務部 安全防災・危機管理課⻑ 中林

第６回緊急輸送専⾨部会の取組③（６／６）

●開催⽇時︓令和3年11⽉15⽇（⽉） 13:30〜15:00 オンライン⽅式で開催
●参加者 ︓中国地⽅各県及び政令市（広島市・岡⼭市）の防災・交通担当 10名

内容

○⼤規模災害時の輸送調整において、バスを運⾏する事業者の駐⾞場や宿泊所の事前ピックアップなどは、
今後の県の防災施策を検討するうえで重要であったと思う。

○平素あまり意識していなかった災害時のバス輸送のことが分かり勉強になりました。
○「知ってもらいたいこと、準備してもらいたいこと」では、バス会社の視点で３０年７⽉豪⾬の経験を踏
まえた注意すべき点等が⾮常に参考になった。

○緊急物資輸送については、先⽇、国⼟交通⼤学校の災害物流研修を受講しているが、当該講義の内容も含
まれたものであったため、復習の意味でも有⽤であったと感じた。

参加者の声

開催⽬的︓⾃然災害の頻発化・激甚化が懸念されており、今後の⼤規模災害の備えが必要。そのために平成30年7⽉豪⾬の災
害対応の教訓等をもとに、幹線道路・鉄道が⼨断し、公共交通機関が⻑期間にわたって不通となった場合の代替輸
送や緊急物資輸送を⾏う場合の注意点などを関係者で共有すること。

地⽅公共団体等防災勉強会



中国運輸局緊急輸送専⾨部会の今後の進め⽅
①災害時における緊急物資輸送のあり⽅

・平成30年7⽉豪⾬の検証による物資⽀援取組⽅針に基づく取り組みの推進
（具体的には、取組⽅針を引き続き検証し、継続して検討をおこなう）
・地⽅公共団体、交通運輸事業者、地⽅⾏政機関との緊密な連携関係の構築・推進
（具体的には、防災勉強会を継続的に開催し、課題を共有する）

②災害時における旅客輸送・帰宅困難者対策のあり⽅
・平成30年7⽉豪⾬における旅客輸送の課題への取り組みの継続
（具体的には、「災害時における海上輸送対応に関する連絡会」等で、課題を深掘りし検
討をおこなう）

・地⽅公共団体、交通運輸事業者、地⽅⾏政機関との緊密な連携関係の構築・推進
（具体的には、防災勉強会を継続的に開催し、課題を共有する）

地⽅公共団体等防災勉強会（令和３年１１⽉） 海上輸送対応に関する連絡会（令和３年１１⽉）


